
 

生命科学・医学系研究実施のお知らせ 

東京慈恵会医科大学倫理委員会の審査を受け、以下の研究を実施しております。 

本研究に関する内容の詳細等、お知りになりたい方は下記【問い合わせ先】までご連絡ください。なお、試料・

情報が本研究に用いられることについて、研究の対象となる方（もしくは代理人の方）にご了承いただけない場

合は研究対象から除外いたしますので、下記【問い合わせ先】までお申し出ください。 

【研究課題名】 
血中 soluble PD-L1等レベルの多寡が妊娠高血圧症候群及び妊娠合併症を予

測し得るかを明らかにするための研究 

1.研究の目的と方

法 
当研究は、東京慈恵会医科大学附属病院で出産した妊婦さんの血液と臍帯血を用

いて、soluble PD-L1(赤ちゃんを拒絶しないための免疫抑制機能の一つ)と

soluble PD-1(PD-L1と結合し免疫を抑制する機能がある)の組み合わせにより妊娠

高血圧症候群を含む様々な妊娠合併症の発症を予測できるのかを調査すると同時

に、妊娠高血圧症候群の予防効果がある可能性のあるビタミン Dと、soluble PD-

L1及び妊娠合併症との関連を明らかにすることを目的としています。今回追加で

ビタミン Dの作用を助ける働きがあるビタミン A(レチノール)の測定を行います。 

2.研究期間 倫理委員会承認日～2028年 3月 31日まで、研究の実施を予定しています。 

 

3.対象となる方等 「血中 soluble PD-L1等レベルの多寡が妊娠高血圧症候群及び妊娠合併症発症を

予防し得るかを明らかにするための研究」の参加者全員が対象となります。 

4.研究に利用する

試料・情報につ

いて 

(1)試料の種類 母体血、臍帯血 

(2)試料の取得

の方法 
上記の研究参加時に採取した血液検体の残りを使用させて頂きま

す。 

(3)情報の種類 妊婦さんの基本情報：年齢、BMI、基礎疾患（自己免疫疾患、気

管支喘息、腎臓病、糖尿病など）、産科既往歴（妊娠高血圧症候

群、妊娠糖尿病など）、内服薬（アスピリンなど）、アレルギー、

妊娠様式、妊娠分娩歴、喫煙歴、飲酒歴、人種、最終学歴 

血液・尿検査結果：血算、肝機能、腎機能、、甲状腺機能、血糖

値、血液型、感染症（B型肝炎、C型肝炎、HIV、梅毒、HTLV-1な

ど）、尿蛋白、尿糖、尿ケトン体 

妊娠転帰：分娩週数、母体合併症(重症妊娠悪阻、切迫流産、切

迫早産、妊娠糖尿病、胎児発育不全、頸管無力症、常位胎盤早期

剥離、絨毛膜羊膜炎、低置胎盤、前置胎盤、癒着胎盤、子癇、

HELLP症候群、急性妊娠脂肪肝)、新生児情報(性別、出生児体

重、胎盤重量、新生児呼吸窮迫症候群、新生児一過性多呼吸、胎

便吸引症候群、低血糖、感染症、先天性疾患、新生児仮死) 

(4)情報の取得

の方法 
「血中 soluble PD-L1等レベルの多寡が妊娠高血圧症候群及び妊

娠合併症発症を予防し得るかを明らかにするための研究」）で取

得されたデータを二次利用します。 

5.研究の実施体制 あなたの試料・情報は、以下の研究者が研究のために利用します。 

試料・情報は、(3)の管理責任者が責任をもって、保管・管理します。 



 

(1)当施設の 

研究責任者

または研究

代表者 

研究機関名 東京慈恵会医科大学 分子疫学研究部 

氏名 小笠原 律子 

(2)当施設の長 東京慈恵会医科大学 学長 松藤千弥 

(3)当施設の 

試料・情報の

管理責任者 

【東京慈恵会医科大学 分子疫学研究部 和田悠 

(4)共同で研究

を実施する

施設とその

責任者 

島津製作所 基盤技術研究所 渡辺 真 

6.試料・情報を他

機関とやり取り

することについ

て 

この研究で収集・取得された試料・情報は患者さんのお名前やカルテ番号などの

個人情報を削除し、新たに研究用の IDや番号をつけてから、株式会社エスアール

エルに以下の方法で送られ、詳しく解析されます。 

提供方法：追跡可能な方法で郵送 

【問い合わせ先】  機関名：東京慈恵会医科大学 分子疫学研究部 

研究責任者：大学院生 小笠原 律子（おがさわら りつこ） 

電話番号：03-3433-1111（内線 2405） 

対応時間：平日 9：00 ～ 17：00 

※利用する情報等からは、お名前、住所、電話番号、カルテ番号など、個人を特定できる情報は削除いたします。 

研究成果を学会や論文で発表する際も個人が特定できる情報は利用いたしません。 


